
旭小学校 令和６年度　重点１

本年度の重点に対する評価

本年度の重点 1

最終改善方策

下記の3点について意識して来年度も取り組んでいきたい。
〇管理職・学年部・児童指導部が連携して対応し「チーム」として組織的に取り組む
〇心豊かな人間関係を育成する「めあて」を意識して学校生活・学習・行事に取り組む
〇外部機関や家庭とも連携し、一人ひとりを大切にした学級指導及び授業の工夫と改善に取り組む

各アンケート等の結果

児童アンケート「友達との間で、話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、新たな考えに気付いたりでき
ている」８１．３％「授業や学校生活では、友達の考えを大切にし、互いに協力して課題に取り組んでいる」８
６．８％「学校が楽しい、旭小がすき」９２．１％というよい評価であった。また、保護者からも同様の評価であっ
た。今後も家庭とも連携して、互いを認め合える温かい人間関係を築いていきたい。

自己評価結果
（見解と改善方策）

評価資料

子どもたちはとても落ち着いている。登校時にも「おはようございます」のあいさつ
だけでなく、「ありがとうございます」などねぎらいの言葉もかけてくれる。温かい学
校風土をこれからも築いてほしい。

評　　価

教職員アンケートによる達成率は、「一人ひとりを大切にし、個に応じた指導をしている」７３．３％「認め合い、
高め合いのため、児童が関わる授業に取り組んでいる」７６．７％「よりよい人間関係の構築、いじめ・不登校
の未然防止のため、児童がお互い高め合えるような、学級経営・授業・行事に取り組んでいる」７６．７％「学
校生活・学習における児童の様子に気を配り、児童との信頼関係の構築に配慮している」８１．７％という評価
であった。引き続き、人権意識を高く持ち、学級運営・授業・行事を通じて認め合える温かい人間関係の育成
を意識していきたい。

自己評価の結果は、概ね良好と言える。「互いの考えを大切にし、認め合いなが
ら学校生活、学習、行事を行っている」ことについては、教職員・保護者よりも児童
が一番達成率が高かった。ただ、児童間のトラブル案件に関しては、若干課題が
残った部分もあるので、次のような方策が必要であると考える。
〇管理職・学年部・児童指導部が連携して対応し「チーム」として組織的に取り組
む
〇心豊かな人間関係を育成する「めあて」を意識して学校生活・学習・行事に取り
組む
〇外部機関や家庭とも連携し、一人ひとりを大切にした学級指導及び授業の工夫
と改善に取り組む

教職員アンケート結果
（具体的方策ごと）

学校関係者評価結果

児童一人ひとりを大切にし、互いに認め合える温かい人間関係を育む実践に全校で取り組む

児童一人ひとりを大切にし、互いに認め合える温かい人間関係の育成に全教職員で努める

「高め合うチーム旭」として全職員で全児童の指導に努めたい。一人ひとりに応じた支援と心の
教育を進め、「互いを認め合い、思い合える」学級指導の工夫・改善を図りたい。

目標（評価規準）

重点に係る現状

設定理由



旭小学校 令和６年度　重点２
本年度の重点に対する評価

本年度の重点 2

最終改善方策

下記の３点について、来年度も計画的に取り組む。
〇全教職員による研究授業開催
〇講師招聘、指導主事の指導・助言による校内研究の充実及び授業力向上をめざす
〇宿題だけでなく自分から学びができるよう自主学習やAIドリルを活用した家庭学習の定着

教職員アンケートでは、「探究的な学びにつなげるために、自分で考え最後まで取り組めるような課題を工夫
している」の達成率は７５．０％。特に校内研究テーマである「すすんでかかわり、高め合う子」に関わり、生活
科や総合的な学習の時間を中心に、子どもたちが夢中になって学習にとりくめるように授業力の向上をめざし
て切磋琢磨していた。家庭学習については、決まった宿題を出すだけでなく、児童が自分で課題を考えて取り
組める自主学習により、家庭学習の定着に努めた。

各アンケート等の結果

学習では、「課題について自分で考え、最後まで取り組む」が８３．８％の達成率で、多くの児童がしっかりと取
り組んでいる。また、「友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、新たな考えに気付いたり
できている」は８１．３％で、学び合う姿勢が定着してきている。家庭学習については、子どもたちのアンケート
「毎日家で勉強を自分から進んでやっている」の達成率は８１．３％で、多くの児童が家庭学習が定着してきて
いる。保護者からの意見でも宿題の量についてではなく、家庭学習の取り組み方についての前向きな意見が
見受けられた。

学校関係者評価結果
研究授業を参観した際、教職員間の雰囲気がとてもよかった。授業も児童に考え
させる指導で進められていたのが勉強になった。来年度もさらなる充実を望む。

自己評価結果
（見解と改善方策）

公開授業研究会を開催したこともあり、校内研究を通じで授業力向上に努め、自
己評価の結果は概ね良好であった。今後も主体的・対話的で深い学びにつながる
授業をめざし、次のような方策をとっていきたい。
〇全教職員による研究授業開催
〇講師招聘、指導主事の指導・助言による校内研究の充実及び授業力向上をめ
ざす
〇宿題だけでなく自分から学びができるよう自主学習やAIドリルを活用した家庭
学習の定着

教職員アンケート結果
（具体的方策ごと）

主体的・対話的で深い学びにつながる授業の向上をめざす

目標（評価規準） 主体的・対話的で深い学びにつながる授業の向上をめざし、研鑽を積む。

重点に係る現状

設定理由

各学年の学習内容の定着を図る。また、校内研究を軸として、探究的な学びにつながる学習活
動の工夫・改善を目指したい。子どもたちに学習習慣を身につけさせるため、家庭学習の工夫
を図りたい。

評価資料 評　　価



旭小学校 令和６年度　重点３
本年度の重点に対する評価

本年度の重点 3

最終改善方策

下記の３点について来年度も取り組み、地域・家庭との連携に努める。
〇学校便り、学級通信を活用して、旭小の教育活動を伝える
〇スクールガードをはじめ、地域と学校、保護者との連携を深める
〇学校林や花壇の活用、栽培や収穫後の教育活動の充実

教職員アンケートの達成率「授業参観、保護者会、個人面談、日常的な連絡等で児童の成長のために家庭と
情報を共有し、共通理解に努めている」８１．７％。「学級通信等で保護者に学級の様子を詳しく知らせている」
８０．０％と概ね良い評価であった。また、地域素材を活用した授業や地域や保護者をゲストティーチャーとし
て招聘するなど、保護者や地域と連携した教育活動を進めることができた。

各アンケート等の結果
保護者アンケート「学校は学校便りや学級通信等で、学校の様子を伝えるよう努めている」９２．８％。「学校は
授業参観、保護者会、個人面談、日常的な連絡等で児童の育成のために家庭と情報を共有し、共通理解に
努めている」８９．０％の達成率で概ね良い評価であった。

学校関係者評価結果
児童が地域に出て学習している姿はとても熱心である。今後も学校は、地域や家
庭と連携して教育活動に取り組んでほしい。

自己評価結果
（見解と改善方策）

保護者、地域との連携は、概ね良い評価であった。今後も学校の様子を伝え、保
護者地域と連携した教育活動を進め、地域人材・地域素材を活用した授業を展開
していきたい。そのため、次のような方策を進める。
〇学校便り、学級通信を活用して、旭小の教育活動を伝える
〇スクールガードをはじめ、地域と学校、保護者との連携を深める
〇学校林や花壇の活用、栽培や収穫後の教育活動の充実

教職員アンケート結果
（具体的方策ごと）

学校・家庭・地域の連携を図る

目標（評価規準） 学校・家庭・地域の連携に努める

重点に係る現状

設定理由

保護者・地域の方々の協力を得ながら連携し、より良い学校環境づくりに努めたい。学校の情
報を積極的に発信し、学校理解を深めることをめざしたい。

評価資料 評　　価


